
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金光図書館所蔵品展 ２ ０ ２ ０  
彫刻家・金子九

か ね こ く

平
へい

次
じ

と紅型
びんかた

染
ぞめ

作家・木島
き じ ま

洋子
よ う こ

親子の作品を中心に 

場 所 金光図書館 第１展示室 

期 間 令和 2年 4月～令和 3年 2月 

浅口市金光町大谷 320 番地 

（0865）42－2054 

konko-library@konkokyo.or.jp 

初代金光図書館長でもあっ

た金光鑑太郎は、文化を大切に

した人でした。では、文化とは

なんでしょうか？ 

 それは、庶民の生きた生活、

その生活の実態の中から生ま

れてくる、生きる喜びのしみこ

んだ生活の仕方、それを四角ば

らず真実に表現することでは

ないでしょうか。 

初代館長は、文化人や芸術家

たちとの交流、ご自身の信心生

活をすすめる中で、日常の生き

る喜びのしみ込んだ生活の仕

方そのものが文化であると捉

えられたように思われます。 

 この度の展覧会で、作品に宿

る信心の喜びや美しさに触れ

ることで、見る人も命が生き生

きと輝いていく、そうした信心

の広がりや喜びを味わってく

ださい。 

 『春 愁
しゅんしゅう

』と金子九平次 

大正 10（1921）年 9 月 27 日撮影 

紅型染作家木島洋子は、父金子九平次と母ウメの長女として 

昭和 7（1932）年に誕生する。 

 1日中アトリエで仕事をしている父の姿を、見て育ったという。 

洋子は、富士宮の高等女学校から静岡大学に進学し美術の教師に

なり、紅型染も始めた。現在は、紅型染作家として活躍。 

ブールデル美術館のアメリー・

シミエ館長と木島洋子氏 

 令和元（2019）年 11 月 23 日、パリ市立ブールデル美術館のアメリー・ 

シミエ館長が、福島県で開かれたシンポジウムに出席するために来日。 

九平次の長女である木島洋子氏、御田教会長金子惠先生と面会する運びとなった。 

 シミエ館長は「ブールデルはカトリックの信者であり金光教を信仰していた九

平次には親近感を抱いていたと思う。九平次の作品は、大変優美で、フランスに

おいて、現代作家の木彫作品として貴重な存在だ」と評価した。 

（「金光新聞」2019 年２月 24 日号より一部抜粋） 

彫刻家・金子九平次ゆかりのブールデル美術館館長と

長女の木島洋子氏の面会が実現した。 
 

中山亀太郎師が、講演会のため

広島県を訪れた時、女学生だった

金光教吉舎教会教会長の娘の井

上萌子氏に、タバコ箱の中紙を、

足で細工した物を贈ったという。

萌子は、60 年以上大切に保存し

ていた。 

文化とは、人間の生きた生活の中から生まれてくる 
ものであり、その命の喜びが表現されたものである。 

命の輝きを表現した作品。 

※バーナード・リーチ 

イギリス人の陶芸家で大英国勲章、国際交流基金賞を受賞している。 

民芸館の設立にあたり、柳宗悦に協力した。 

初代館長は、昭和 36（1961）年 11 月 13 日倉敷大原美術館の 

陶器館の開館式に出席し、バーナード・リーチに会い、話を聞いている。 

 

中山亀太郎師が足の指で作った紙細工物 

金光教教師・中山亀太郎（1905～2005） 

明治 38（1905）年 岡山県都窪郡中庄村生まれ。 

４歳の時、鉄道事故で両手片足を失う。 

大正 13（1924）年 金光中学卒業 

昭和 15（1940）年 金光教青年会寄宿舎主事に任命 

昭和 34（1959）年 金光教東京寮主事後、寮鑑に任命 

平成 17（2005）年 没 99 歳 
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金光新聞令和 2（2020）年 3 月 22 日号より 


